




































































































































































犯調の四つの種類。本文にある如く、 「宮を以て宮を犯す」の「正犯」 、 「宮を以て商を犯す」の「側犯」 、 「宮































冒頭行の「四犯」の内の初めの二つによって生成する各宮調、 即ち「黄鍾均」の宮調式「黄鍾宮」 、 そこから「宮












































































































































































































































































































































となり、この場合も同樣に「夾鍾羽」とは同主調犯調關係とはならず、第二行第一の「大呂宮」 「宮閏相頂」にもなら い。いずれの場合も律呂四犯の犯調關係とは矛盾し、律呂音階と新音階の間の讀み替えという角度からの推論は手詰ま となる。　
ここで推論の根據となる情報は、 「十二律呂」條にある。 「十二律呂」の條では、十二律呂の各均に屬する全ての














































































































宋の「夷則」は唐の「無射」に相當することとなる。つまり宋代に「夷則」均と呼ばれる均は唐代か の呼び習わしにより 無射 均と呼ばれる。…②
　


























































































































































3.2『律呂四犯』再考」に於いて、また、張炎の『詞源』でも、琵琶調に基づく隋唐の燕樂二十八調を敷衍していたり、俗樂の基準音樂器である笛に關する理論を多用していて 琴に基づく理論は「律呂四犯」だけだった。 「律呂四犯」そのものは、 犯調（轉調）の指南という具體的な問題の對處法にも見えるが、そ 實、隋唐時代には使われていたはずの角調が、宋代には使われなかったこと、いわゆる「消えた角調」の問題を解く手がかりにもなってい 、 いへん重要な理論ではあった。 （一三一～一三二頁）




























































































































































































































































































































































































































六弦 清黄鍾 清宮 清徴 清商 清羽 清角
清大呂







形訓』 「角變宮」及『詞源』 「角歸本宮」 『事林廣記』 「宮閏相頂」 、
可轉入大呂均、 以大呂主調、 繼續犯宮徴商羽角、 惟須重新定弦、 故云「五降以後不容彈矣」 。蓋黄鍾主調至此爲止。
（夷則角に犯調した後は、黄鍾を主音とする均 無い。 『淮南
形訓』の「角變宮」及び『詞源』の「角歸本
























































































４、表中「宮爲羽」 「商爲宮」 「角爲羽」 「徴爲羽」上一字宮商角徴等、以黄鍾宮（慢角調）七聲爲準、各均皆如此。
（表中の「宮爲羽」 「商爲宮」 「角爲羽」 「徴爲羽」の内の前の音即ち宮・商・角・徴は、黄鍾宮（慢角調）の七聲を基準としている。各均これに同じ。 ）
































呂調爲夾鍾羽。犯角（變宮）爲側、高大石角爲大呂閏。皆兼言其宮與調。陳暘『樂書』 、 『事林廣記總叙訣』均同此。本章仍以正・傍・偏・側、 犯宮犯商犯羽犯角的順次。 （三九四頁）
（燕樂調の犯調には正・傍・偏・側の四類がある。宮を犯するのが正で、例えば正宮は黄鍾宮である。商を犯するのが傍で、越調は無射商である。羽を犯するのが偏で、中呂調は夾鍾羽である。角（變宮）を犯するのが側で、 高大石角 大呂閏 いずれもそれぞれの宮と調を兼ねて言っている。 陳暘の 『樂書』 、 『事林廣記總叙訣』もこれと同じである。 『詞源』の本章は正・傍・偏・側がそれぞれ、犯宮・犯商・犯羽・犯角の順序になっている。 ）



















正は黄鍾宮に犯し、旁は越調に し、偏は中呂宮に犯し、側 越角に犯す の類なり。
とあるのを指す。 『事林廣記』の「總叙訣」について 本條とは記述がやや異なるので省略する。　
これを要するに、鄭氏が「皆兼言其宮與調」と言われる如く、本條の一覽が正に犯調の形式とその轉調により得
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V
ol.31
所收 （二〇 ）
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00149 ）の研究成果である。
